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◉院長 + 副院長挨拶　◉センター長・診療科長のご挨拶と抱負
◉2024年度 4 月期 新任医長・室長の紹介
◉看護部のご紹介／ NCGM 医療連携の会について
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多くの若い職員とともに
NCGM もさらに成長していきます
2024年度が始まり、NCGMでも多くの若い職員を

迎え入れました。
彼らは学生時代のほとんどをコロナ禍で過ごし、学

生生活のみならず臨床実習にも不自由をきたしていた
と思います。これからの社会人生活に多くの不安を抱
えていることでしょう。

私たちは彼らを温かく見守り、立派な医療人に育て
上げる責務を負っています。

彼らが大きく成長するとともに、NCGMもさらに成
長し、１年後に控えた国立感染症研究所との統合、国
立健康危機管理研究機構への設立に備えて参ります。

皆様におかれましても、今年１年よろしくお願いいた
します。

新年度を迎え新任のセンター長、
医長の先生方のご挨拶を中心にお届けします
皆様、こんにちは。この 4 月に副院長に就任した放生雅章です。昨年

度までは呼吸器内科診療科長として、病診連携などで皆様にはお世話に
なってきましたが、今後は広報担当として皆様により多くの情報をお届
けするべく精進いたします。どうぞよろしくお願いいたします。3 か月
に 1 号の割合で皆様にお届けしている NCGM PRESS ですが、今号で
は新年度を迎えたため、新任のセンター長、医長の先生方のご挨拶を中
心にお届けします。特に皆様にお世話になる機会の多い救命救急セン
ター、人間ドックセンター、放射線診断部門で新任の部門長が就任して
おり、是非とも皆様に顔を覚えていただきたく思っています。私たち
NCGMの総合力は多くの医師以外のスタッフの協力で成り立っていま
す。今回は感染管理の専門・認定看護師が病棟ラウンドやミーティング
に密着してどのような業務をやっているのか取材しました。

すぎ やま はる ひと

杉山 温人
病院長

ほうじょう  まさ ゆき

放生 雅章
副院長月に副院長に就任した放生雅章です。昨年

度までは呼吸器内科診療科長として、病診連携などで皆様にはお世話に
なってきましたが、今後は広報担当として皆様により多くの情報をお届

か月
ですが、今号で

は新年度を迎えたため、新任のセンター長、医長の先生方のご挨拶を中
心にお届けします。特に皆様にお世話になる機会の多い救命救急セン
ター、人間ドックセンター、放射線診断部門で新任の部門長が就任して
おり、是非とも皆様に顔を覚えていただきたく思っています。私たち

の総合力は多くの医師以外のスタッフの協力で成り立っていま
す。今回は感染管理の専門・認定看護師が病棟ラウンドやミーティング

ほうじょう まさ ゆき

放生 雅章
副院長



皆
様
、
こ
ん
に
ち
は
。
こ
の

４
月
に
副
院
長
を
拝
命
し

た
放
生
雅
章
で
す
。
総
務
、診
療
、

保
険
、
教
育
、
広
報
を
担
当
す
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
専
門
は
呼

吸
器
内
科
で
、
従
来
病
診
連
携
な

ど
で
皆
様
に
は
お
世
話
に
な
っ
て

き
ま
し
た
。
今
後
も
皆
様
に
よ
り

多
く
の
お
役
立
ち
情
報
を
お
届
け

し
、
Ｎ
Ｃ
Ｇ
Ｍ
、
来
年
度
か
ら
は

国
立
感
染
症
研
究
所
と
統
合
し
た

新
た
な
機
構
で
あ
る
国
立
健
康
危

機
管
理
研
究
機
構
Ｊ
Ｉ
Ｈ
Ｓ

（Ja
p
a
n
 In
stitu

te fo
r 

H
ealth Security

）｠

へ
の
ご
理

解
を
深
め
て
い
た
だ
け
る
よ
う
精

進
い
た
し
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

副院長

放
ほうじょう

生 雅
ま さ ゆ き

章
専門領域・得意分野／

気管支喘息・
COPDでなかなか
止まらない慢性咳嗽

２
０
２
４
年
４
月
か
ら
副
院

長
を
拝
命
い
た
し
ま
し
た

廣
井
透
雄
と
申
し
ま
す
。
研
究
、

医
工
連
携
、
国
際
、
労
務
、
バ
イ

オ
バ
ン
ク
、
人
間
ド
ッ
ク
セ
ン
タ
ー

を
担
当
し
て
お
り
ま
す
。
13
年
１

月
か
ら
科
長
と
し
て
着
任
し
循
環

器
内
科
の
診
療
、
研
究
、
教
育
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。
当
院
は
地
域

の
医
療
機
関
か
ら
の
ご
紹
介
に
、

救
急
車
の
受
け
入
れ
が
極
め
て
多

く
、
急
性
期
の
診
療
で
安
定
し
た

後
は
か
か
り
つ
け
、
地
元
の
医
療

機
関
の
先
生
方
と
の
医
療
連
携

で
、
慢
性
期
の
診
療
継
続
を
お
願

い
す
る
こ
と
が
多
く
な
っ
て
お
り
ま

す
。
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

副院長

廣
ひ ろ い

井 透
ゆ き お

雄
専門領域・得意分野／
循環器疾患の予防、

早期発見

救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
と
い
う

社
会
の
中
で
も
重
要
な
イ

ン
フ
ラ
の
責
任
者
に
必
要
な
仕
事

は
、
継
続
性
と
先
進
性
を
保
っ
て

い
く
体
制
作
り
を
す
る
こ
と
で

す
。
こ
の
２
つ
の
貴
重
な
砦
の

「
柱
」を
し
っ
か
り
支
え
て
い
こ
う

と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
は
引

き
継
い
で
い
く
者
た
ち
を
育
て
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
優
秀
な
熱
意

あ
る
若
者
達
に
優
良
な
学
び
の
場

を
提
供
す
る
こ
と
が
、
激
変
し
て

い
く
社
会
に
お
い
て
の
強
固
な
砦

の「
質
」を
高
め
て
い
く
も
の
と
考

え
ま
す
。
セ
ン
タ
ー
に
関
わ
る
全

て
の
人
の
力
を
合
わ
せ
て
、
こ
の

大
切
な
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
乗
り
切
っ

て
い
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

救命救急センター長

福
ふく し ま

島 憲
け ん じ

治
専門領域・得意分野／
救急医学、整形外科学、
外傷学、災害医学

当
院
の
人
間
ド
ッ
ク
セ
ン
タ
ー

は
広
く
、
少
人
数
で
ゆ
っ

た
り
と
し
た
環
境
で
受
診
で
き
ま

す
。
ご
希
望
に
お
応
え
し
て
オ
プ

シ
ョ
ン
検
査
も
豊
富
で
す
。
特
に

大
腸
ド
ッ
ク
、
乳
が
ん
ド
ッ
ク
、
脳

ド
ッ
ク
、Ｐ
Ｅ
Ｔ-

Ｃ
Ｔ
、膵
臓
ド
ッ

ク
な
ど
は
人
気
が
あ
り
ま
す
。
ド
ッ

ク
で
異
常
が
疑
わ
れ
る
場
合
に
専

門
の
診
療
科
への
紹
介
も
ス
ム
ー
ズ

で
ド
ッ
ク
の
検
査
結
果
は
共
有
さ

れ
、
追
加
で
必
要
な
検
査
や
治
療

を
当
院
で
受
け
て
い
た
だ
く
事
が

容
易
で
す
。
医
療
関
係
者
の
受
診

も
多
く
、
受
診
者
様
の
高
い
期
待

に
応
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
私
を
含

め
当
院
ス
タ
ッ
フ
も
毎
年
受
診
し
て

い
る
者
が
多
数
お
り
ま
す
。

人間ドック
センター長

廣
ひ ろ い

井 透
ゆ き お

雄
専門領域・得意分野／
循環器疾患の予防、

早期発見

１
月
に
肝
胆
膵
外
科
診
療
科

長
を
拝
命
し
ま
し
た
稲
垣

冬
樹
と
申
し
ま
す
。
当
院
の
肝
胆

膵
外
科
で
は
、
胆
石
や
ヘ
ル
ニ
ア

と
い
っ
た
良
性
疾
患
か
ら
、
肝
胆

膵
領
域
の
悪
性
疾
患
ま
で
幅
広
く

診
療
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。ま
た
、

膵
島
移
植
診
療
科
や
糖
尿
病
内
分

泌
代
謝
科
と
連
携
し
て
、
自
家
膵

島
移
植
や
同
種
膵
島
移
植
と
い
っ

た
先
進
的
な
医
療
に
も
取
り
組
ん

で
お
り
ま
す
。
患
者
さ
ん
の
年
齢

や
併
存
疾
患
、
既
往
歴
な
ど
も
考

慮
し
た
上
で
、
安
心
し
て
手
術
を

受
け
て
頂
け
る
よ
う
に
、
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。 

ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

肝胆膵外科
診療科長

稲
いな が き

垣 冬
ふ ゆ き

樹
専門領域／肝胆膵疾患
ヘルニア腹膜疾患
腹部救急疾患

得意分野／集学的治療
先進医療

新センター長・診療科長のご挨拶と抱負
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２
０
２
４
年
４
月
か
ら
糖
尿
病

内
分
泌
代
謝
科
の
診
療
科

長
に
就
任
致
し
ま
し
た
。「
内
分

泌
・
副
腎
腫
瘍
セ
ン
タ
ー
」の
セ
ン

タ
ー
長
を
兼
任
し
て
い
ま
す
。
当

科
で
は
、
糖
尿
病
に
対
し
て
は「
糖

尿
病
総
合
診
療
セ
ン
タ
ー
」
と
し

て
外
来
・
入
院
で
の
血
糖
マ
ネ
ー

ジ
メ
ン
ト
の
み
な
ら
ず
、
合
併
症

の
診
療
、
コ
メ
デ
ィ
カ
ル
に
よ
る
患

者
教
育
な
ど
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

内
分
泌
疾
患
は
疑
い
症
例
の
鑑
別

診
断
か
ら
、
診
断
が
確
定
し
た
症

例
の
治
療
ま
で
、
外
科
系
診
療
科

と
も
連
携
し
て
最
適
な
医
療
を
提

供
し
て
い
ま
す
。
地
域
の
先
生
方

と
連
携
し
な
が
ら
診
療
し
て
お
り

ま
す
。
お
気
軽
に
ご
紹
介
下
さ
い
。

糖尿病内分泌代謝科
診療科長

田
た な べ

辺 晶
あ き よ

代
専門領域・得意分野／
内分泌代謝疾患全般、
特に副腎ホルモン異常や
副腎腫瘍の診療

４
月
よ
り
放
射
線
核
医
学
科

の
診
療
科
長
を
拝
命
し
ま

し
た
。
当
科
で
は
２
台
の
Ｓ
Ｐ
Ｅ

Ｃ
Ｔ
撮
像
機
器
お
よ
び
２
台
の
Ｐ

Ｅ
Ｔ
撮
像
機
器
に
加
え
て
、
サ
イ

ク
ロ
ト
ロ
ン
を
保
有
し
て
お
り
、

日
本
で
も
有
数
の
核
医
学
施
設
と

い
え
ま
す
。
近
年
、
治
療
と
診
断

を
一
体
化
し
た
新
し
い
医
療
技
術

で
あ
る
セ
ラ
ノ
ス
テ
ィ
ク
ス
　※１

が

急
激
に
注
目
を
集
め
て
お
り
、
核

医
学
治
療
は
そ
の
最
た
る
も
の
に

あ
た
り
ま
す
。
米
国
留
学
中
に
は

セ
ラ
ノ
ス
テ
ィ
ク
ス
の
研
究
に
も

携
わ
っ
て
お
り
ま
し
た
の
で
、
こ

れ
ま
で
の
経
験
を
活
か
し
当
科
の

核
医
学
診
療
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ

る
べ
く
尽
力
致
し
ま
す
。

放射線核医学科
診療科長

堀
ほ っ た

田 昌
まさと し

利
専門領域・得意分野／
核医学・PET画像診断、

核医学治療

※1：Theranostics

放
射
線
診
断
科
は
２
０
２
４

年
４
月
に
５
名
の
常
勤
医

師
が
着
任
し
、
新
た
な
体
制
を
ス

タ
ー
ト
致
し
ま
し
た
。
放
射
線
診

断
科
で
は
Ｃ
Ｔ
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
を
は
じ

め
と
し
た
画
像
診
断
お
よ
び
リ
ア

ル
タ
イ
ム
画
像
ガ
イ
ド
の
も
と
で

治
療
や
組
織
の
採
取
を
行
う
イ
ン

タ
ー
ベ
ン
シ
ョ
ナ
ル
ラ
ジ
オ
ロ

ジ
ー（
Ｉ
Ｖ
Ｒ
）を
担
当
し
て
い
ま

す
。
現
代
医
療
に
欠
か
せ
な
い
画

像
検
査
を
ベ
ー
ス
に
し
て
精
密
な

診
断
お
よ
び
治
療
を
提
供
す
る
こ

と
で
各
専
門
診
療
科
の
高
度
な
診

療
を
支
え
、
病
院
全
体
が
さ
ら
に

質
の
高
い
医
療
を
提
供
で
き
る
よ

う
に
ス
タ
ッ
フ
一
丸
と
な
っ
て
努

力
致
し
ま
す
。

放射線診断科科長

渡
わた だ に

谷 岳
た け ゆ き

行
専門領域・得意分野／

画像診断全般、
特に腹部領域

４
月
よ
り
が
ん
総
合
内
科
診

療
科
長
を
拝
命
い
た
し
ま

し
た
。
が
ん
総
合
内
科
は
が
ん
総

合
診
療
セ
ン
タ
ー
に
お
か
れ
た
組

織
で
、
が
ん
診
療
が
円
滑
に
進
む

た
め
の
サ
ポ
ー
ト
を
提
供
し
て
い

ま
す
。
免
疫
チ
ェッ
ク
ポ
イ
ン
ト
阻

害
剤
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
Ｉ
Ｃ
Ｉ

チ
ー
ム
、
が
ん
治
療
に
お
け
る
腫

瘍
循
環
器
な
ど
が
現
在
の
主
な
活

動
領
域
で
す
。
が
ん
診
療
に
携
わ

る
診
療
科
の
み
な
ら
ず
、
直
接
が

ん
を
診
療
し
な
い
け
れ
ど
も
重
要

な
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い
た
だ
く
診

療
科
の
先
生
方
や
多
職
種
と
連
携

し
な
が
ら
、
Ｎ
Ｃ
Ｇ
Ｍ
で
が
ん
患

者
さ
ん
が
安
心
し
て
治
療
を
受
け

ら
れ
る
環
境
を
構
築
し
い
き
ま
す
。

がん総合内科
診療科長

下
しも む ら

村 昭
あ き ひ こ

彦
専門領域・得意分野／
腫瘍内科、乳がん・
婦人科がん・肉腫・
その他希少がん診療

４
月
よ
り
国
際
診
療
部
長
を

拝
命
い
た
し
ま
し
た
。
私

は
、
２
０
０
１
年
、
当
院
に
研
修

医
と
し
て
就
職
し
た
の
ち
、
外
科
、

緩
和
ケ
ア
科
を
経
て
、
国
際
診
療

部
に
所
属
し
て
い
ま
す
。
国
際
診

療
部
は
外
国
籍
患
者
、病
院
ス
タ
ッ

フ
の
橋
渡
し
と
な
り
、
ス
ム
ー
ズ

な
診
療
が
な
さ
れ
る
よ
う
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
新
宿
区
民
の
10
％

以
上
が
外
国
籍
で
あ
り
、
ま
す
ま

す
外
国
籍
患
者
の
診
療
は
日
常
的

に
な
り
、
地
域
の
診
療
所
、
病
院

の
方
々
と
よ
り
密
な
連
携
を
取
れ

れ
ば
と
思
い
ま
す
。
観
光
客
も
増

え
、
日
常
診
療
と
は
異
な
る
業
務

や
課
題
も
多
く
、
地
域
全
体
で
取

り
組
め
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

国際診療部
部長

日
ひ の は ら

野原 千
ち は や

速
専門領域・得意分野／
外科、緩和ケア、
外国人診療

新センター長・診療科長の
ご挨拶と抱負
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4 月より着任しました佐藤雄二郎と申します。東京
大学医学部附属病院、多摩総合医療センター、

日本赤十字社医療センター、武蔵野赤十字病院、同愛
記念病院等で臨床経験を積んでまいりました。患者さん
に寄り添った治療を心がけ、しっかりとした診療を行うよ
う努力してまいります。どうぞよろしくお願いいたします。

佐
さ と う

藤 雄
ゆ う じ ろ う

二郎
泌尿器科／医長
専門：泌尿器科全般
　　：腹腔鏡・ロボット手術
資格・学会：日本泌尿器科学会専門医・
指導医／日本泌尿器内視鏡ロボティクス
学会腹腔鏡技術認定医／日本内視鏡外科
学会泌尿器腹腔鏡技術認定医
趣味：登山 

年度も新たになり、新任
医師の体制が整いました。
患者さんへのご挨拶と
抱負を、掲載します。

年度も新たになり、新任
医師の体制が整いました。
患者さんへのご挨拶と
抱負を、掲載します。

2 024年1月に心臓外科医長に着任いたしました。
移植、人工心臓以外の全ての心臓血管外科、末

梢血管外科の拡大手術から低侵襲手術までを当院で対
応できるように尽力いたします。よろしくお願い申し上
げます。

田
た む ら

村 智
と も き

紀
心臓血管外科/医長
専門：心臓血管外科一般
資格・学会：日本外科学会専門医
日本心臓血管外科学会専門医、修練指導
医／腹部、胸部ステントグラフト実施医 
指導医／下肢静脈瘤血管内治療実施医
臨床研修指導医
趣味：クワガタ、ハワイ

東京大学医学部附属病院呼吸器外科から異動して
きました長野匡晃と申します。大学では、ロボット

手術の立ち上げを行い、主に肺がんに関する臨床と研究
に従事する一方で、肺移植の診療にも関わっておりまし
た。丁寧な診療と安全で確実な手術を心がけてまいりま
すので、肺や縦隔に関するご病気でお困りの際は、お気
軽にご相談ください。

長
な が の

野 匡
まさあ き

晃
呼吸器外科／医長
専門：肺がん、縦隔腫瘍
専門：低侵襲手術（胸腔鏡、ロボット）
資格・学会：日本外科学会専門医／日本
呼吸器外科学会専門医／気管支鏡専門医
／ロボット手術認定医／胸腔鏡安全技術
認定医
趣味：バドミントン、美術鑑賞

呼吸器腫瘍性疾患（肺がんなど）から呼吸不全患者
さんの呼吸管理まで、呼吸器病学全般を専門にし

ています。素晴らしい呼吸器内科の同僚たちと切磋琢磨
し、常により良い解が出せるよう精進したいと思います。
患者さんにはエビデンスに基づいた治療をわかりやすく
お話しすることを大切にしています。

西
にしむ ら

村 直
な お き

樹
呼吸器内科／医長
専門：呼吸器腫瘍性疾患（肺がんなど）
専門：呼吸不全・呼吸管理
資格・学会：日本内科学会認定内科医・
総合内科専門医／日本呼吸器学会呼吸器
専門医・指導医／日本臨床腫瘍学会がん
薬物療法専門医・指導医／日本呼吸器学
会代議員／日本臨床腫瘍学会協議員
趣味：ドライブ、写真撮影、音楽など

2 024年4 月から脳神経内科に着任いたしました
松田俊一と申します。これまで急性期病院中心に

脳神経内科の診療に携わってまいりました。脳神経内科
領域では、治療が難しいとされてきた疾患において、様々
な新しい有効な治療が登場しております。最新、最善の
医療を提供できるよう精一杯頑張ってまいります。宜し
くお願い申し上げます。

松
ま つ だ

田 俊
しゅんいち

一
脳神経内科／医長
専門：脳神経内科疾患全般
資格・学会：日本内科学会総合内科専門
医・指導医／日本神経学会専門医・指導
医／日本臨床神経生理学会専門医／日本
医師会認定産業医
趣味：旅行、料理、サイクリング

泌尿器科

心臓血管外科 脳神経内科

呼吸器外科

呼吸器内科
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輸血室・血液内科兼任として、NCGMの一員に加
えていただき大変光栄です。血液内科医として化

学療法・造血幹細胞移植などの高度な治療を行いつつ、
血液製剤の適切な管理・安全対策によって各科での円
滑な診療を支えられるよう、尽くしてまいります。将来
的にはCAR-T療法などの細胞療法を行える体制を整え
ていきたいと考えています。

横
よこは ま

山 泰
やすひ さ

久
輸血室／医長
専門：急性骨髄性白血病、造血幹細胞移植
資格・学会：日本血液学会血液専門医・
指導医／日本輸血・細胞治療学会認定医
／日本造血細胞移植学会造血細胞移植認
定医／日本再生医療学会再生医療認定医
趣味：食べ歩き

片
かたぎ り

桐 大
だいす け

輔
血液浄化療法室／医長
専門：腎臓学、とくに急性腎障害、
専門：急性血液浄化療法、アフェレシス療法
資格・学会：日本内科学会総合内科専門
医／日本腎臓学会評議員／腎臓専門医／
指導医／日本透析医学会専門医/指導医
趣味：マラソン（月200km）など

この度2024年4月からエイズ治療・研究開発センター
（ACC）の専門外来医長を拝命しました中本貴人

と申します。ACCは首都圏を中心に多くの患者が通院
されており、2022年12月時点で登録患者数5200名
以上となっております。薬害HIV感染者はもちろん、す
べてのHIV感染者の方々の健康や生活の質向上に寄与
するよう取り組んでまいります。

中
なかも と

本 貴
た か と

人
ACC専門外来／医長
専門：HIV感染症・感染症、小児感染症
資格・学会：日本感染症学会専門医、日
本小児科学会専門医／日本小児感染症学
会認定医
趣味：散歩

この4月よりエイズ治療・研究開発センターの医療
情報室長、救済医療室長を拝命しました。全ての

皆様が最良の医療を受けるために、皆様の声を大切に
全国の医療者・関係者と共に患者参加型医療、薬害エ
イズ被害者救済に取り組んでまいります。お力添え頂け
ますよう、何卒よろしくお願い申し上げます。

上
うえむ ら

村  悠
はるか

医療情報室長・救済医療室長
専門：感染症、HIV感染症
資格・学会：日本感染症学会専門医
趣味：フットサル、音楽鑑賞

この度、救命救急科医長を拝命いたしました植村 樹
と申します。私はECMO管理や重症外傷管理な

どに興味を持ち、救急外来・集中治療室での診療・教育・
研究に取り組んでまいりました。地域医療のお役に立て
るよう尽力いたしますので、どうぞよろしくお願い申し上
げます。

植
うえむ ら

村  樹
たつき

救命救急科／医長
専門：ECMO、外傷診療
資格・学会：日本救急医学会専門医・指
導医／日本集中治療医学会専門医
趣味：夏季：キャンプ・登山、冬季：スキー

この度第一糖尿病科医長を拝命しました坊内と申し
ます。糖尿病およびその合併症・併存症、内分泌・

代謝疾患、肥満症の診療・研究・教育を行ってまいります。
糖尿病総合診療センターの活動として糖尿病の医療連
携の推進を掲げており、近隣の医療施設の皆様と協力し
ながら様々な連携強化に取り組む所存です。

坊
ぼうう ち

内 良
りょう た ろ う

太郎
第一糖尿病科／医長
専門：糖尿病、内分泌、肥満症
資格・学会：日本内科学会認定内科医／
日本糖尿病学会専門医・指導医／日本内
科学会総合内科専門医・指導医／日本内
分泌学会専門医・指導医／日本肥満学会
肥満症専門医・指導医
趣味：釣り

輸血室

エイズ治療・研究開発センター

血液浄化療法室

糖尿病内分泌代謝科

救命救急センター

自身が初期研修・後期研修を過ごしたNCGMに恩
返しをしたいという思いで、2018年に3年間の

米国留学を終え、当院に着任致しました。以降は腎臓内
科に勤務しつつ、臨床、研究、そして教育の3つの柱を
全てカバーできる人材になるべく研鑽を積んで来ました。
今後も各科と協力しながら、安全な血液浄化療法に取り
組んでいきたいと思っています。

エイズ治療・研究開発センター
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病
棟
巡
回
や
教
育
啓
発
で

感
染
管
理
を
徹
底
す
る

患
者
さ
ん
や
ご
家
族
、
お
見
舞
い

の
方
々
、
ス
タ
ッ
フ
な
ど
来
院
す
る

す
べ
て
の
人
を
感
染
か
ら
守
る
た
め

に
、
当
院
で
は
医
療
関
連
感
染
対
策

の
専
門
知
識
を
持
つ
医
師
、
感
染
症

看
護
専
門
看
護
師
や
感
染
管
理
認
定

看
護
師
を
含
め
た
看
護
師
、
薬
剤
師
、

臨
床
検
査
技
師
な
ど
が
集
ま
っ
て
感

染
対
策
チ
ー
ム
と
し
て
感
染
管
理
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

環
境
整
備
や
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
を

目
的
に
、
病
棟
を
巡
回
し
、
感
染
患

者
さ
ん
の
接
触
予
防
策
な
ど
、
現
場

で
の
感
染
管
理
の
実
施
状
況
を
把
握

す
る
ほ
か
、
Ｍ
Ｒ
Ｓ
Ａ
　※１

な
ど
の
薬

剤
耐
性
菌
　※2

の
検
出
状
況
も
確
認
・

共
有
し
、
抗
菌
薬
適
正
使
用
を
推
進

し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
院
内
各
部
門
で
の
感
染

管
理
の
教
育
活
動
や
コ
ン
サ
ル
テ
ー

シ
ョ
ン
、
さ
ら
に
は
院
内
感
染
対
策

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
も
重
要
な
仕
事

の
1
つ
で
す
。
感
染
症
看
護
専
門
看

護
師
と
感
染
管
理
認
定
看
護
師
は
こ

れ
ら
仕
事
を
通
じ
て
、
患
者
さ
ん
の

安
全
な
療
養
環
境
は
も
ち
ろ
ん
、
ス

タ
ッ
フ
が
安
心
し
て
働
け
る
職
場
環

境
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

※1： メチシリン耐性黄色ブドウ球菌とは、抗生物質メチシリ
ンに対する薬剤耐性を獲得した黄色ブドウ球菌

※2： 治療に使う特定の種類の抗菌薬が効きにくい、または
効かなくなった細菌。これが増えると、これまで抗菌薬
を飲めば治っていた感染症が治りにくくなるなど、治療
に影響が出ることがある

医療現場を支える専門・認定看護師たちの　　
第１回　感染症看護専門看護師・感染管理認定看護師

院内の安心・安全を創る
感染管理のスペシャリスト
専門看護師・認定看護師は、特定分野で活躍する「看護師のスペシャリスト」です。
本企画ではそんな専門看護師・認定看護師を紹介します。第1回は「感染管理」です。

1  手指消毒剤の設置や使用期限の確認　 2  病室入り
口の防護用具設置状況　 3  4  点滴管理状況の確認　
5  6  スタッフの防護用具着脱手順の確認　 7  マニュ
アル遵守状況の確認　 8  感染対策チームミーティング

31 2

64 5

87
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▶お問い合わせ・お申し込みはこちらから

■ 日時：令和6年6月10日（月）19：30～（19：00受付開始）
■ 場所：京王プラザホテル新宿
■ 参加をご希望される方は、
 E-mail：iryourennkei@hosp.ncgm.go.jp
 までご連絡をお願いいたします。
※当会は医療従事者向けとなっております。一般の方の参加は出来ませんのでご了承ください。

専門・認定看護師の 声

　　感 染予防や発生時の拡大防
止などの感染管理は、院
内全体で取り組む必要が

あります。私たちはその専門家として、的確な対応を行って
もらうための教育研修や啓発活動、病棟巡回はもちろん、
使いやすいマニュアルの整備や手指衛生のための備品の選
択など、スタッフが感染管理を実践しやすい仕組みづくりに
も力を入れています。

窪
く ぼ た

田 志
し ほ

穂
副看護師長
感染症看護専門看護師
感染管理認定看護師

窪
く ぼ た

副看護師長
感染症看護専門看護師
感染管理認定看護師

　　細 菌やウイルスは目に見え
ないものだけに、感染管
理については取り組みに

対する成果を感じにくい面もあります。その重要性を感じて
もらうため、手の汚れを見える化するなど、現場の意識を
高めるような工夫もしています。今後も感染管理に関する
様々な活動を通してさらに質の向上に取り組んでいきたいと
思います。

堀
ほ り い

井 久
く み

美
副看護師長
感染管理認定看護師

NCGM医療連携の会

当院は連携登録医の先生方をはじめ地域の医療機関の
関係者との連携をより強化する目的で、令和6年6

月10日（月）に「NCGM医療連携の会」を開催いたします。
この会は、令和元年を最後にコロナ禍の影響で開催を延期
しておりましたが、この度5年ぶりに対面開催となります。
日頃ご紹介をいただいている外部の先生方とのface to 
faceでの意見交換をすることで、紹介・逆紹介をよりスムー
ズに行なうための非常に重要な会と考えています。また、
当日は診療科長からのミニレクチャーも行う予定です。

院
内
の
感
染
管
理
に
関
す
る
相
談
を
受
け
て

い
ま
す

病
棟
の
看
護
師
長
と
も
情
報
共
有
を
行
い
ま
す

siro46 - stock.adobe.com 
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TEL 03-3202-7181（代表）
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■地下鉄をご利用の方

都営地下鉄　大江戸線　若松河田駅（河田口）から徒歩5分
東京メトロ　東西線　早稲田駅（2番出口）から徒歩15分

■都営バスをご利用の方

● 新宿駅から（宿74系統） 医療センター経由女子医大行き
「国立国際医療研究センター前」下車　徒歩0分

● 大久保・新大久保から（橋63系統） 新橋行き
「国立国際医療研究センター前」下車　徒歩0分

● 市ヶ谷・新橋から（橋63系統） 小滝橋車庫行き
「国立国際医療研究センター前」下車　徒歩0分

● 都営飯田橋駅前（C1またはC3）から（飯62系統）
牛込柳町駅経由小滝橋車庫行き

「国立国際医療研究センター前」下車　徒歩0分東新宿

若松河田

戸山高

東戸山小

余丁町小

戸山公園
早稲田大学

誓閑寺

来迎寺

宝祥寺

早稲田
東京メトロ東西線

副
都
心
線

国立国際医療
研究センター病院

東京女子医大病院

May 2024

Vol.12 5

都営地下鉄大江戸線

総務省第2庁舎

■ 人間ドックセンターのご案内
長い歴史をもつ当人間ドックセンターは、その歴史と経験に基づき、

お客様からの安心と信頼をいただいており、その期待にお応えできるよ
う全スタッフが心を込めてお迎えしております。施設内は広めのフロア
でゆったりとしており、スムーズに検査を受けていただけることはもち
ろん、病院の専門診療科とも常に連携を取っており、ご病気が発見され
た際には、迅速に専門診療科へご紹介しております。

また当院の特徴として、胃と大腸の内視鏡検査が同日に行えるコース
や専門診療科とタイアップしたコース、PET-CT 検査などの様々なオプ
ション検査をご用意しており、皆さまの生活習慣や既往歴などに合せて、
ご自分でご自由にお選びいただけます。日帰りコースだけではなく、ご
宿泊コースもご用意しており、お部屋からの夜景やお食事を楽しみなが
ら、時間にゆとりをもって検査をお受けいただけます。

■ ご寄付のお願い ～医学研究の発展と優れた人材の育成のために～
当センターは、センター病院・国府台病院という 2 つの診療拠点に加え、研究所・臨床研究センター・国

際医療協力局および国立看護大学校を擁し、高度総合医療を提供するとともに、特に感染症・免疫疾患なら
びに糖尿病・代謝性疾患に関する研究・診療を推進し、これらの疾患や医療の分野における国際協力に関す
る調査研究および人材育成を総合的に展開しております。

当センターの活動を推進し、使命を十分に果たすためには、その活動財源を安定的・多面的に確保するこ
とが必要不可欠です。課せられたミッションを実現して国民の皆さまに成果を還元するための財源に関して、
企業や個人の皆さまからの寄附によるご支援をお願いいたします。

何卒、当センターの寄附の趣旨にご理解頂き、お力添えを賜りますようお願い申し上げます。

■ 患者支援アプリ導入のご案内
3 月 26 日より、患者支援アプリ「Wellcne（ウェルコネ）」を導入
いたします。お手持ちのスマートフォンにインストールし、登録の
お手続きをいただくことで、診察待ちの状況や、外来の予約の確認
などができるようになります。
〇診察待ち順案内が届きます 〇アプリ決済（後払い会計）が可能
〇受診予約が確認できます 〇院外処方箋の送信が可能です。
〇医療情報の確認が可能となります。

■ 診療時間
■ 外来診療時間 8：30 ～ 17：15
■ 初診受付 8：30 ～ 11：00
※休診日や完全予約制を

設けている診療科もあ
りますので、必ずホーム
ページをご覧ください。
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多くの若い職員とともに
NCGM もさらに成長していきます
2024年度が始まり、NCGMでも多くの若い職員を

迎え入れました。
彼らは学生時代のほとんどをコロナ禍で過ごし、学

生生活のみならず臨床実習にも不自由をきたしていた
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医長の先生方のご挨拶を中心にお届けします
皆様、こんにちは。この 4 月に副院長に就任した放生雅章です。昨年

度までは呼吸器内科診療科長として、病診連携などで皆様にはお世話に
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る調査研究および人材育成を総合的に展開しております。

当センターの活動を推進し、使命を十分に果たすためには、その活動財源を安定的・多面的に確保するこ
とが必要不可欠です。課せられたミッションを実現して国民の皆さまに成果を還元するための財源に関して、
企業や個人の皆さまからの寄附によるご支援をお願いいたします。

何卒、当センターの寄附の趣旨にご理解頂き、お力添えを賜りますようお願い申し上げます。

■ 患者支援アプリ導入のご案内
3 月 26 日より、患者支援アプリ「Wellcne（ウェルコネ）」を導入
いたします。お手持ちのスマートフォンにインストールし、登録の
お手続きをいただくことで、診察待ちの状況や、外来の予約の確認
などができるようになります。
〇診察待ち順案内が届きます 〇アプリ決済（後払い会計）が可能
〇受診予約が確認できます 〇院外処方箋の送信が可能です。
〇医療情報の確認が可能となります。
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